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論文審査の要旨（400字以内） 

 

Escitalopram を思春期大うつ病性障害に第一選択薬として用いた臨床上の有用性

について治療記録から検討した。 

 

2013 年 1 月～2015 年 3 月に東京女子医科大学及び代々木の森診療所を受診し

た ICD-10の F32、F33に該当する 12－17歳で、抗うつ薬服用歴がなく escitalopram

で治療された患者を対象とした。 

有効性は開始時、1、2、4、8、12 週後に評価された Hamilton’s Rating Scale for 

Depression 17 items （HAM-D17）、Hamilton Anxiety Rating Scale （HAM-A）、

Clinical Global Impression of Severity（CGI-S）によった。53 例（男性 20 例：15.4±

1.4歳、女性 33例：15.9±1.1歳）を有効性評価対象とした。12週後の投与量は 15.4

±5.2mg/日、各評価尺度総スコア（開始時、12 週後）は、HAM-D17：22.8±6.7、7.0

±7.1、HAM-A：25.6±6.8、6.3±6.4、CGI-S：5.1±0.9、2.1±1.2 と有意に改善、各

総スコアは 1週目より有意に改善した。不安重症度群の寛解率は中等症群より有意

に低かった。有害事象は 56 例中 17 例 22 件認められ 3 例が服用中断、それ以外

は軽度で投与期間中に症状消失した。 

 

Escitalopram は 12－17歳の大うつ病性障害に優れた有効性と安全性を示し、思春

期大うつ病性障害の第一選択薬に位置する可能性を検討し臨床的に有用な論文

である。 

 

 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1 週間以内に学務部医学部

大学院課へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表）[学校教育法学位規則第 8条] 
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